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つ
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組
織
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け
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決
す
る
た
め
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菽
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と
す
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つ
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更
に
問
題
を
限
锘
し
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の
協
同
關
係
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す
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ら
私
て
い
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と
こ
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業
組
織
に
お
け
る
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協
力
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し
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形
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れ
て
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を
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し
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あ
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^

る
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檢
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れ
る
。
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範
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れ
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體
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心
'理
的
な
要
求
を
超
え
た
勞
働
の
强

. 

.度
が
：_

れ
が
ち
免
あ.る
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に
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さ
れ
る
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肉
體
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心理的な配慮：
は
さ
れ
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の
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率
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か
：く
ん
戈
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動
め
結
果
は.、
；篑

犠
#:

の
改
善
な
る
'
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形
に
ょ
づ̂

そ̂

麗

風

服

を

展

書

し

た

め

ヤ

ぎ

が

ァ

^

が

る
勞
働
條

-.
'
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件

の

欧

善

為

理

發

丨

或

ば

澇

働

環

境

办

み

に

^

ぃ

で

令

ゎ

れ

是

合

へ
：
.
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ぬ
ぉ「

ぃ
セ
：は
、.-必

ず
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;

-%

勞
働
请
に
人
間
的
滿
足
：を
與
ぇ
褐
る
も
の
泠
は

 ヽ

な
い
デ
苦
情
調
鸯
の
結
果
初
め
て
氣
づ
が
れ
た
：ホ
一
ツ

^

出

場
0(
ィ
ゼ
フ''

:

ォ
ト
.マ
：ル
な
集
團

Q

認
識
は
、

：|
廊
電
器
捲
線

S
i

の
觀
察
に̂

-o
.て
各
人： 

CD
.協
ガ
意
志
に
對:1
>
影
響
す
石
重
要
な
要
因
で
あ
名
こ
上
：が
裏
咐
け
ぢ
れ

'.
. 

た
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
工
場
の
'̂

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
，な
集
國
の

；

人
間
關
係
の. 

認
識
に
ょ
つ

V
、
..

勞
カ
管
猶
め
、.フ
ォ
ー
マ.ル
な
I

に
ょ
つ
て
立
つ
能 

率
の
論
理
が
、
：所_
の
目
的
を
達
成1>
得
叱
ぃ
1
曲
が
明
ら
か.に
：せ

ち

れ：
. 

:

た
か
で
：あ
る
。
_

つ
一

P#

-

人
.の
：職

能

遂

行

本

最

大

の

滿

足

交

與

^

。 

つ
最
髙
の
努
カ
を
獲
得
す
べ
べ
金
圖
ー
す
る
火
辦
替
理
に
ー
お
ぃ
文
ヌ
人

.

ベ̂
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潜
在
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を
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さ.せ
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.た
.め
ね
作
業
組
織
に
お
け
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他
の
入
：々

と
の
協
同
'を
.强
調
す
石
め
蚀
馨
し
當
然
な
^
と
.で

ぁ
^
た
。
.:':
.:
:

.;

.
具
體
的
に
ぃ
え
ば
、
:-
';作
業
紕
織
祀
お
：け
る
協
同
の
認

|
|は
各
人
の.協
カ

：
：
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意
志
を
維
持
せ
し
む
る
：ご
.と
で
知
り
、.そ
の
'た
め
.に
コ
',、、
ュ
ー
ー
ヶ
丨

^
、
ョ

'. 

シ
：
の
促
進
に
ょ
つ
：て

ょ

り

莨

ぃ

人

間

-:
|
1係
の
確
立
と
、
協

同

目

的

達

成

へ
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の

積

爵

協

カ

意

志

ひ

成
立
を
求
め
だ
办
で
ぁ
名

。
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,
:
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-

:

-

.

'然
し
攻
が
ら
谷
人
の
協
カ
意
志
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成
立
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ぃ
メ
ィ
导
丨
ハ
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；
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^

- 

五
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し

れ

な

1 >
タ

#
1?
な
が
ら
か
が
る
意
志
疎
通
が
工
場
ぬ

.お
い
：て
な
さ 

''
-
ヾ
れ
衣
場
合
は
汶
是
の
自
然
發
左
的
だ
ノ
積
極
的
な
協
カ
意
志
を
釀
成
す
る 

地
盤
と
は
な.ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
人
の
生
活
意
慾
は
工
場
に
お
け
る
と
同 

:
:•#
•
に
、
：
：彼

の

蓉

社

會

に
.，お
|い

治
.4
人
間
的
滿
足.を

蒙

書

か

：ら
で
あ 

，
.る
9;.
む
し
.

ろ
：：

ィ
'

x
!
>
(

ォ
r
y
;ル
：な
人
間
關
做
こ
そ
、
、
家
庭
を
中
心
と
し
た 

，■
•
そ
の
她
敏
社
瀹
に
形
齓
せ
方
れ
る
も
の
ゼ
あ
ろ
^

然
石
に
彼
等
が 

•
に
お
い.
'て

集

團

化

す•?
>
場
Aロ
、；：

か

か

る

ィ

シ:.
-
7
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:

.ォ
V

マ
ル
な
人
間
關
係
は 

.

.

ォ̂
木
マ
ル
な
人
間
關
係
に
從
つ
て

^

ー-

れ̂

る

爾

を

示

す

も

め

で
^

.ふ
。

い.わ
ば
エ
場
に
本
け
る.ィ
シ
_.フ

ォ
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1

.マ
ル
：な
集
圃
は
、
'從

？
：て
エ
場. 
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k

お
け
名
七
ン
プ>

1
マ
：
ル
な
人
間
關
孫
は
、
.
そ
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が
地
域
社
會
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お
い 

'
て

歡
,0
^:
^:
入

間

關

係:^
は
^

.0
,た
と
^
ろ
.の
も
の
な
の
で
あ
る0'
そ
れ 

::-
.
'
-
故
に
も
^

9
場
の
協
同
酿
係
の
：促
進
：の
女
め
に
認
識
す
る

^-
シ
フ
.ォ
1
マ 

；

ル
.な
集
團
は
、
規
實
の
工
場
に
お
け
る
そ
れ

AJ.1:

蹄
に
他
域
社
會
に
お
け 

る
ィv

フ
.ォ
ー
マ
；
ル
な

集

團.

C

火
間
關
係)

_格
4.
い
：.て
.も
言
及
せ
ね
ば
な 

'
.名
な
い
が
で
あ
る
。
；；
現.«
:の
；作
業
組
織
に
淞
け
る
人
の
諸
^
^

の
解
決
に 

ソ
は
"
:'
か

か

ゐ

地

域

社

會.̂
お
け
名
人
の
，問
題
上
：の
關
係
が
更
に
檢
討
さ
れ 

..
'■'ノ

石

必

累'荏
す
石
の
：で
あ_

-'
-
:::
'
,
: 

•

•.
.
-■-
: 

.-.

. 

. 

'
'
,
.

.- 

'
ノ
紙
々
，が
か
か
匁
見
地
に
：立

づ

ぞ

'0
-
場
の
.協
同
關
係
を
觀
る
場
合
に
、
そ 

れ
が
す
ぐ
れ
て
技
術
柄
協
同
關
係

-
^
-ス
V

I
マ <.

な
、
\制
度
的
な
機
能 

■
關
：係
|

©,
面

が
->
1
り
上
げ
ら
れ
る
半
面
、
.：意
志
的
協
同
關
係

——

ィ
y
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:

ネ
ず—

マ
ル
な
、：'
'
感
情
的
な
人
間
關
^
-
-
が
心
理
學
的
な
側
面
に
よ
つ

に
ょ
つ
て'い
わ
れ
る
，如

く

！

-協

.*
促
進
ば
經
營
者
に
ょ
ら
.ざ
れ
ば
不
可
能

で
あ
^

^
か

否

か

は

疑

問

で

あ

を,:
0
成
程H

翁
'に
お
け
る
協
力
意
志
の
■，
'
:て
の
み
考
察
せ
ら
れ
ズ
い
1る
.ど
'と
を
痛
感
才
る
の
で'あ
る
。
從
つ
て
我

 々

維
持
は
意
志
疎
通
あ
る
人
間
關
係
の
促
進
に
よ
つ

.て
或
程
度
亦
能.で
あ
る
;.
.

-

.

.
は
協
同
意
志
.を
準
に
心
璉
學
的
だ

# 1
15
|

の
#
察
.の
み
で
は
な
く
む
し

ろ

こ

れ
を
形
成
す̂'
諸
要
因
.を̂
り
上
■げ
て
そ
の
相
互
關
係
を
明
ら
か
に
ず
る

：： 

と
共
に
、.人
間
關
係
の
：立
場
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る

0
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H
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の
■協
同
關
係
と
人
間
關
係
. 

一

以
上
述
べ
た
と
こ•ろ
か
ら
我
々
は

H

場
の
協
同
關
係
之
し
て
理
解
せ
ら
，

. 

■れ
る
人
と
人
ど
の
關
係
の
：揺

を

考

|

^
て
、::
'作
業
職
能
ぞ
遂
行
す
る
上
:.
' 

に
如
何
な
が
相
疋
作
用
次
'̂

つ
か
を
明

<!>

か
に
し
よ
う
と
思
う\0.

:

ぼ

ぢ

ば

"
い

タ

と

こ
ろ
.の
人
間
關
係.ど
は
何
か
。.エ
場
に
：お
け
る
生
_

活 

」

動
が
多
ぐ
の
人
々
の
殳
||
と
協
力
を
必
-W
.と
す
る
こ
と
は
い

う
.ま

で
.な
-, 

■ 

い
？
從

：つ
て
又
人
と
人
と
：の
關
係
を
有
つ
と

.と
は
當
然
で
あ
夺
。
'
然

し

な
-* 

が
ら
我
，.々'が
こ
こ
で
麗
と
す
る
入

間

關

係
は

現

寶

に

人

の

相

互

作

用

を

'' 

も
：つ.と

-
ろ
の
4.
の
.で
な
く
て
は
な
ら
な
：い
。
规
え
ば
或
士
場
ば
お
け
る 

.
檢
查
エ
.ど■

ブ
V

X
エ
と
が
友.に
相
手
.の
存
在
に.氣
が
.
.つ
.か
な
.い
；よ
う
な
場；、

, 

^
、
r
レ
ス
.さ
れ
た
素
故
が€
製

品

と

し

て

檢

に

よ

つ

.て
檢
查
さ
れ 

，
る
が
如
き
關
係
が
あ
つ

V

も
、
、
ブ■.レ
スH

と
_檢

查

エ

と

の

人

間

關

係

.は

成
 

龙

じ

で

い

：
各

A
J

ば

：いえ

な
い
。
.然
し
な
が
ら
人
の
相
至
作
用
を
も
.つ

人

軋
ぃ 

.關

係

に

类

の

二

通

り

め
.と
と
：が
考
え
ら
れ
る
.。
卽
ち
㈠
か
.
か

る

相

亙

作

' 

,

'
:
.
.
.很
業
職
能̂
'

人
間
關
係
へ.

(

其

の
3-
:

ン
.

,
 

V
.

..
'

用
が
職
務
構
成
上
な
さ
れ
る
場
合
と
、

㈡
職
務
構
成
と
は
別
個
の
人
の
相 

,
.互
作
用
が
存
ず
石
の
で
あ
る
。

こ
の
と
と

.は
エ
場
に
お
：け
る
人
間
關
係
と 

3

て
フ
ォ
ー.マ
ル
^
人
間
關
係
と
ィ
シ
ン
ォ
I
マ
ル
な
人
間
關
ほ
が
別
僦 

:

に
.あ
る
ど
い
う
こ.：と
で
あ
る
。
：
.つ
ま
り
と
の
ニ
通
り
.：の
人
間
關
係
の
う
ち 

,
に
'は
夫
々
の
異
つ
，た
，別
個
の
秩
序
が
ぁ
る
わ
け
で
ぁ
站

°6
例
ぇ
，ば
前
渚
に 

，

お
い
て
は
職
務
上
の
權
限
な
り
責
饪
な
り
が
こ
-の
人
ビ
人
と
の
關
係
を
規 

萣
す
每
に
對.し
.て
、
.
後
者
の
場
合
は
年
齡
や
勤
續
年
數
な
ど
が
等
し
い
か 

又
は
相
興
る
こ
と
に
よ
つ
て
：、

_
#.
集
散
し
て
集
函
化
す
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
場
合
集
團
內.の
.人
と
人
と.の
關
係
や
、
.
.
_
團
相
互
間
の
人
と
人
と
の 

\'
關
係
.は
、.
.そ

集

團

を

構

成

す

る

人

々

を

双
㈣
す
る
自
ぼ
罾
生
的
な
秩
序 

.

"に
よ
つ
'て
方
向
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

1

,

.

.
■>
こ
ろ
で
.こ
れ
等
の
入
間
關
係
の
中
へ
.協
同
亂
係
を
維
持
せ.し
.む
る
と 

こ
ろ
の
、'従
：.つ
で
谷
入
の
協
カ
意̂
を
高
め
る
こ
.と
に
强
く
影
響
す
る
の 

.
は
後
者
の
ィ
ン
フV
I
:マ
ル
な
葉
團
に
よ-つ
.、て
交
錯
さ
淑
る
人
間
關
係
に
.

ま
る
も
.の
で
あ
.る
0

.こ
の
こ
'と
ぼ
前
著
の
フ

ォ

ー

マ
.ル

な

紙

織

內

に

.
お

い 

■■
て
人
め
相
互
作
用
を
秩
序
づ
け
ら
れ
な
が
ら
尙
且
っ
協
カ
氣
志
が
低
減
し 

た
り
、
從'ひ
て
.協
同
關
係
が
弛
緩
す
る
と
こ
ろ
か
.ら
も
う
な
ず
け
る
と
ど 

-•
:
'ろ
で
あ
.る
 

o
;
、
，-'
,.. 

.

旁
：：

.

.'
さ

れ

ば

我

々

は

現

實

に

*>
;
職
能
を
遂
行
す
石
上
に
か
が
.る

ィ

X
I
V

ォ
ー 

•
:
:
マ
.ル
な
集
_
に
ぉ
.对
る
入
間
關
敗
が
、
ゾ
如
何
な
る
過
程
を
經
て
影
響
す
る 

.
-か
ど
い
う
.こ
ど
が
.む
じ
ろ̂

^
と
.さ
れ
な
け
れ
ば
な
レ
な
い
へ
と
考
え
ら
れ

>
る
0 

,
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:
•
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.
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例
え
ば
協
ガ
意
志.を
昂
揚
す
る
と
：い

こ

と

が

か

.か
る
人
間
關
係
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よ
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勞 働 組 合 ば あ る 方 が ょ い V なぐ 

て も よ い V な い 方 が よ い .
組 合 蓮 勤 は 生 浩 安 定 の た 於 民 主  

化 の た あ 、政 治 軍 命 の k め ■ 
賛 銀 値 上 は 經 營 の 許 す 範 圍 そ tv 
を 越 え 七 も ょ い 、わ が ら ぬ 、 

家 針 は 給 料 の み 、給 料 0 他 忙 别  

途 收 入 あ P 、財 庳 收 入  

土 長 に 對 し 、、時 々話 し あ ふ 、 餘 , 
V話 す と と が な い 話 す と と が 玲

組 合 は 餘 リ 關 係 ^ :い か  

反 つ で 逨 盡 :f 系か 

賃 雛 ^;經 營 着 K任 せ る か  

賃 銀 は 家 計 の 多 か •
' '、ご ' ■

任 事 以 外 の 話 を す る か ：

映 ’.畫芝 屌 普: 樂 浪花•節 落；、語 y -ix

野 球 テ 5 大拳 ，鬪六スケット角 / 力 %  牛‘*= -

家庭的がよV 、 .ベ 仕事をするだけ丨

樂
ドーツ 

i では

能 串 一 興 味 を 持 つ  

成 績 一 上 長 の 人 が 誕

: める

指 導 一 よ く 指 導 し 'tr
くれる

內 容 一 よ く 理 解 セ 爸

る

場 所 一 仕 事 が よ く セ
き る ' *;

舁 進 一 納 得 で § る

蝙 場 _ 轉 換 す .る 方 が 
轉 換 よ V、

身 體 - - つ か れ な い '
交 友 一 ％ 快 に つ §あ

八 時 間 一 T 度 よ い

能 率 一 特 ゆ 持 た な い  

. 輿 味 が な や  

成 績 —去 長 p A ギ認

指 導 ー 餘 D禎 導 レ ズ
ぐれ .ない__.

內 容 一 餘 り 趣 解 し え  
. ，ない 時 が あ る  

場 所 一 仕 事 が し K： く
. か ..：： て

昇 進 r~M费 方ぎない

職 場 二 轉 換 レ な い 方  
轉 換 が よ V、 • 
身 體 二 •つ が れ る V大  

い に つ か れ る

交 友 ^1特 >に ' ? ^ あ う  
. . 入 が あ る 、 づ 

% あいしない

時 間 - -長 い V痺 い

や り が ぃ が "—— あ る 、 そ れ 程 で も な い 、 ない 

待 遇 が —，一 よ ぃ 、 そ れ 程 で も な ぃ .、惡 ぃ :
规 職 は 一 一 徽 け る 、 よ ぃ の が あ れ ば 代 る  
子 供 に つ が ’せ る 、 づ が せ た ぐ な い ’

.氣 質 に —__あう .ぐ■餘 P.あ .わ な ぃ .、..あ わ な ぃ '.,:.'...
將 來 に つ い て * 樂 し み 、 そ れ 程 で も な ぃ 、樂 し み で な ぃ

. 證 一 - さ れ て ぃ る 、餘リ、な ぃ 、'rさ、杪 て ぃ な ぃ ..
_  飞 —j 7b  ~  | o ~

工場に於むる職能と人間關係の調査 ■

A . 父 舟 や 知 人 よ P の す す あ  ••
1 3 緣 故 *つ て が あ つ tcから  .
0 友 人 が 皆 そ う し た ‘ ら 、

D 家 業 と 別 の 職 業 に つ §た いから  .
E  >近 .く に こ の 會 社 .しかな 'か つ た か ら ’
P 待 遇 が よ い と 思 つ た か ら .
G 將 來 性 が あ る と 思 つ た か ら  ■
H •その他  v’

能 率 一 出 來 る 丈 の こ  

ぃとをしているか 
成 績 以 外 の こ と が 大  

:切 か 、 •
f旨P は強 制 的 か  

內 容 は 筒 單 で ぁ る か

場所はきれいf c すべ 
h か ：

昇 進 ， 仕 事 よ ,P も顏 

が き パ が

外 の 仕 事 が 6 たいか 

家 で 外 杏 匕 と が セ %
ないか,; レ .

つ 逢 あ い め 餘 裕 が な  

い か 〉

時 耙 は 時 間 な ど 無 視  

し"t働 く か 、
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扒
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す
る
か
ら
と
じ
て
、

ィ
ゾ
フ
ォ
ノ
マ
ル
な
集

M

に 

對
し
i

意
志
疎
通
の
た
め
に
働
き
か
け
た
と
し
て
も
果
し
て

‘
^

^

意
志
. 

が
昂
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
か
。
む

し

ろ

時

に

は

不

獄

の

反

抗

に

き

え

激

遇

,
 

.

す
る
か
も
し
れ
な
，

.
い
.
_か
ぢ
で
あ
る
。
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V

.
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こ
と
に
も
先
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に
上
げ
た
フ
.ォ
-丨
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'マ
ル
な
人
間
關
係
と'イ
ン
ブ
，ォ.
1マ
ルy
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なf
S

に
杈
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釀
し
吡
さ
办
た
人
間
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秧
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ど
が
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俯
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關
係
す
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特 - .

的 毫
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. r.

m

計

實

數
19人 :1 0 0 人 丨 109人 60人 25 A 79人 11A ISjK • 421人

比

率 _ 23.8^j 25.9^ 14.1^ 6.0$ 18.6^ 2.7涔 4.姊 100.0^

'•(

七
丸
五〕

定

基

维

に

っ

い

て
.は

種

々

な
設
定
の
方

法

が

あ

ろ

う

が
、
' 
我
ネ
の
設
定
し 

フ

:'
:

た

も

の

.は

第

萁

表

{2
)

4
宗
さ
れ
た
.る
如
く
で
あ
’る
。

こ
の
.蕋

準

の

設

定

.
に
ー 

あ

た

づ

ー

て

は

.半

農

型

勞

働

を

前

提

^

^

た

と

と

は

.い

う

^

^

も

な

い

.と

こ

. 

ろ
.で

あ

る

。
、
こ

れ

を

エ

場

別

に

、
み

る

^ :
£

4

4場

は

.

貨

主

性

な

.

^

.

;

と

 

.み
ら
れ
る
者

一
二四
；

：

七
^

、

：「

や

や

自

主

的

な

:%
の
1—

:
:が

六

ー

- *
ー

?

、

.
-
T
H場
で
は
：

「

自
主
拽
な1>」

：

亦

三
A
• 

二

ヌ

；

「

や
や
自
主
的
な
も
の

」

'.&
:
v
:
,
l
'
r
,

 

S

X瘍

で

ぼ-.
自
主
性
な
し
^

の

著

三̂;
，

,

自

主

时

な

」

も

の

：
が

五-

.三
^
と
な
マ
て
お
り
、
.
：入
職
動
機
の
自
主
性 

-.
'

■
-

の
.舊

順

ょ

ヶ

み

れ

ぼ

尺

エ

場
' 
幺

本

爲

、T

H
場
と
な
つ
て
：いる

。
こ 

.

.の
こ
と
に
ヴ
い
て
ば
後
述
す
る
こ

:±

に
ず
る‘が
、
，
實

は

我.々
'が

豫

想

し

た 

の
：は
全
く
逆
の
順
序
で
.あ

：っ
ズ
，
又
職
動
機
自
體
が
す
で
に
.過
去
の
事
實 

':
'
と
な
つ
て
い
る
こ
と.、
.及
び
.こ
の
事
實
と
後
に
示
さ
れ
'?
)
態

度

と

：
の
_關

係
 

.
如
何
は
興
味
深1>
と
：こ
ろ.で
あ
る
。
;
': 

も
 

.
ソ
，
灾
埒
現
職
：に
對
す
る
積
極
性
の
程
度
に
つ

.い

.て
み
る
と
へ
次

Q

如
く
い
. 

:

.う

こ

で

き
^
う
0(

第
六
表⑴

：}

卽
ち
我
々̂

設

定

し

た

爾

に

ょ

れ.
 

，
.
.ば
被
調
淹
渚
全
體
ゅ1や

や

糧

的」

’で
あ
る
。
：.
-の
場
合
：

「

積

極

控
 

.

.
と

.み

者

の

.割
合
と
餘.り

變

力

が

，
な

い

わ

.け
^
あ

る

が

、
：■'
■'
-
'
-

他

方

に 

.

:

『

1

的」

：
と

み

知

れ

：
る

も

の

が

比

較

的

多

：
？
か

^
で
あ
つ
て
、
.
こ
め
說 

明
は
後
に
ふ
れ
る
つ
も
-̂
で
あ
ぶ
。
.;5
-
'
:
:
-
:
:
て
:',
:'

■

.
こ
の
こ
と
か
ら
叉
.半
農
塑
-#
働
箸
が
專
業
化.-̂
'
'つ
；
つ

あ

る
■と

も

い
-X
.る
，
 

/
' 

'
の
で
.は
な
い
.か
と
考
：ぇ
ら
れ
る
*'
0
现
ち

工

場
別

X

第
七
表
⑵

：
}、
1 C

み
れ
ば
，
 

.

>
K
H場
の
.積
極
的
な
態
度
は
農
家
出
身
者
七
手
六
^
、
そ
の
蓴
業
化
し
て 

い
る
都
合
は
六_
1
:
• 
ー̂

と
相
互
：に
對
應
し
て
お
り
.:'
8
土
：場
の
中
や
積

■
.

.

.

'作
業
職
能.
yA'
-
間

關

辦-(

其 

§:
:
1
:
:
>

.'
'
.
;

.
'
-
.

第 三 表 :年 : 齡 權 成 X 場 別 分 顧

、 、 、， 齢  
:n 場〉 、、 __

2 0 歲

未 ' 滿

2 0 歳  

〜 24歳

[ 2 5 歳  

〜 29歲

3 0 歲  

〜 34歲
肪 歳  

ん 89歳
1 4 0 歲  

〜 44歲
4 5 歲  

〜 49歲

6 0 歲

以 土
不 _ 計

K 工 場  

T ェ 場  

S ェ 揚

■ 4
⑷

16

XV

85
W
32

(3 )
11

a め

25
C5)
28

0 0
.8

18
C2)
22

へ：- … 
XI

X4
⑷

14

6
⑴

' 25 

10 

6

48

4

16

3

■

: : : 7

8

13
.く:..-:.''...

209
:八
V 186

76

計
21

C4)
78

C24!)
56

C6)
51

(2)
32

C5)
41 61 21 .2 8 421

1*1主 的 ぺ ゃ ヤ 自 主 的. . : ' . . .ぺ...
，自主性なし.ハ

不 4 へ : 杯 へHI

實 數 22A : : 236乂 4 128X 85A 421人

比 率 瓦 2一
. - ■ ：' 6 6 . 1 ^ ; 80.4^ ; 8 .3^ 100.0^

制 定

基 準

D • c jを 食む :n 
項 目 讲 i ifcつい 

て 间 答 し た 毛 の

D • E  • F  * G
を 含 む 一 項 目 又  

は そ れ 以 上 の 囘  

答 者

A • B • 0 の項  

目 に の み 囘 答 し

た : も の ぺ

H • 及 び 記 入 の  

な い も の

. .ノノ’ ；.

※ ぐ 〕 內 は 女 午 を 示 す  '

\ 第 凹 表 人 職 動 機 の 自 主 性 の 程 度 ⑴

項目
工 場

A B C D
.•

E : : F
G _ H 不 明 計

K X .場
' % 

18.1
%

6.4
%

3.8 11.7
%

19.2
%

4.2
%

82.4
%

2.7
% 

1石

%
1,00.0

t  Ji m 18.2 20.6 1.2
'....

. 7 , 1 10.7 1B.6 19.1 8,3 が 100.0

, s  m .場 27.4 15.3 0,7 5.8 4.6 : 0 . 7 22.0 15.3 8.7 100:0

第 五 表 人 魅 f/i.機 の の 耝 齒 ⑶

置

擧

會

雜

誌

ぐ.第
辟
十•
養

/

第

：十I:

號

■
五

.-

.(

七
九
.四〕

：

も
の
と
.し
て
仕
事
.に
對
す
る
態
度
と
の
關 

......

係
^-
求
め
-よ
う
^
_
し

た

も

の

，
に
外
な
'
ら

な

.

'

ぃ
。
前
記
の
三
態
度
は
：ぃ
わ
ば
勞
働
请
意 

識
と
し
て
、
，如
何
な.る
程
度
の
自
覺
を
持.
.
t
. 

つ
.
て
い
る
.
.か
を
識
る
ご
と‘
が
で
き̂

う
。

,

■'
:
.經
營
：に
お
け
る
人
の
協
力
意
志
は
、
か
か 

る
自
覺
の
上
に
寒
る
に.非
ざ
れ
ば
、
そ'

,

.，.の
協
カ
意
志
は
勞
働
條
件
の
僅
か
な
變
化
.

； 

.に

よ

.
つ

て

も

^

^:
す

る

も

0

と

思

わ

れ

, 

-'
:

る

。-.
:

:
■■
:
.

先

. ^

第
一
'
に
入
職
動
機
の
自
主
性
に
つ 

。
- .

い
て
み
る
と
_、
地
方
工
場
の
特
色
が
少
し
.

い
く
示
さ
れ
て
い
る
こ
ど
に
氣
づ
く
で
あ
ろ 

啤

.

.う

。

(

第

四

表

〕

卽
知
瓦
±
場

の

玖(

近

く 

k

に
こ
の
會
社
し
'か
か
か
つ
：
&
か
ら〕

の」 

w

v

九

，

一

5

、
.
T

及

び 

s

x

#

o

B

(

緣

散 

* . 

_

.っ
て
が
お
ら
だ
か
'ら

：
？
：
：
の

夫

.々

ニ

〇.
六. 

入「

多

、
.一
 

五

•
三
^
等

の

結

果

で

あ

る

。

：

：'

§

と
も
あ
れ
被
調
査
者
の
自
主
性
.の
程
度 

师
ハ
に
つ
い
て
み
れ
ば4
^
次
の
如
く
い
う
こ 

顆
：.
と
が
：で
き
よ
う
パ
第
五
表
;

ち
三
工
場

' 

※

■
を
通
じ
て
•のX

職
動
機
は
自
主
性
が
や
や.
.：
 

.

.

.觖
げ
て
い
た
と
い
い
得
る
。
.

勿
論
こ
の.
判
■ 

.



. . 第八表勞働運動の f 忍識程度 ， C  ) 內數字は判定點

五
，八

ハ

七

九

六
>

':
.

.

.

.

.

-■
. 

' 

.

:

—

 

と

を

推

定

し

よ

ぅ

と

.
す

る
 

%•
の

で

あ

る。

'

:

:

丨
.，
':
.第
八
表
に
：お
い
て
示
さ 

L

る
る
.如
く
被
調
査
者
全
膛 

:

よ
.り
み
る
と
、
：進
步
性
に
ン 

I 

は
缺
く
る
け
れ
ど4-
一一
 
靡 

.
V

の
勞
働
運
動
に
對
す
る
認 

J
、
r.
-
.
'
:
.
識

が

知

石

も

の

と

い

え

る
 

の

で
.あ

る

。
，
勿

論

こ

の

場

： 

丨

,も

、
我
々
の
設
啶
し
た
签 

準
及
び
判
®
方

！

^

ょ

つ
 

I
.
て
い
え
る
の
で
あ
つ
て、
.

,
地
方
工
場
の
あ
る
地
域
社 

!
,
會
の
經
濟
構
造
や
人
間
關 

係
に
つ
い
て
も
考
慮
せ
ね 

I 

,
.
ば
充
分
說
明
で
き
な
い
こ.

.
と
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。

,
■■
•

こ

の

こ

と

は

兜

に

述

べ
 

(

た
現
職
に
對
す
る
態
度
の 

.'
場

合

、
に

お

い

て

も

い

え

る
 

I

こ
と
で
あ
り
、
且
つ.我
々
，

.

が

先

に

工

場

の

協

同

關

係

. 

I
I-
を
分
析
す
る
際
に
明
ら
か

極
的
な
態
度
は
農
家
出
身
者
三
六

*

八
^
、
ぞ

の

摩

榮

率

一

七
• 
一
^
、

.
T;;
x
場
の
：消̂

^
傲

鹿

は

濃

家

出

奮

三

し

ふ

ー

六

ダ

リ

事

蒙

九

ム

^

へ
'
: 

^
も
艰
さ
れ
る
と
兔
に
應
じ
^
い
^-
ゼ

思

紅

れ

る
;0
-.
'
-
^

然
し
な
が
ら
か
小
る
態
度
ゆ
勿
論
我
々
の
設
定
し
た
^

H

又

夫

々
> 
- 

の
.池

域

社

會

の

：
經

濟

構

造

、

‘：
人

間

關

係

(

社

會

亂

係

：
と

.も

：
ぃ'え
5 '
.
:に

竿

;: 

意
さ
れ
な
が
ら
說
明I
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
常
然
で
ん
る。- 

.

£

>

.瑰

職

：
に

：
亂

オ

る

橫

極

性

择

度

々

判

定

：
方

法

は

、

調

查

用

紙

ー

.，
寅

.

へ
■:
殲」

•對
ス

ル
態
度」

.棚

，
の

中

'
、
A
、
C
S
.D.
、
ポ

の
-̂

項
目
む
選
び、
.

:

'
A
項

貝

で'-
.

J'，

リ

ガ

ィ

ガ

ァ

：
ル

」
-.
と

い
5:
答

：
に

印.の

あ
-2
>
,
:
場

合

ば+1
.同
，

'

一.
じ

く「

ナ
ィj

の
笞
の
_場

合

は
--
1
、
.と
い
3
具

合

.
に

採

點
し
た
0 
X
 

.

通

目

もA
項

目
'と

同

樣.な

方

法.で

あ
.
P「

ソ
’レ

程

デ.
_ナ
.ィ
|_
が

：
答

の

場'
 

合

は
.
0點

、
0
、
D
項

は

夫

々

「

_
ヶ

ル」「

ッ

ガ

，
セ

ル

」

：
の

答

の

場

合

，
：

：

.

.-f
-
l
v 

f

 

.ヨ
ィ
ノ
ガ
ア
レ
パ
.變

ル」「

ツ

ガ

セ

タ

ク
''
-ナ
</
■」

を
べ
と
し
、
.，四

項- 

.目
に
.つ
.い
て
各
人K

ラ

：
ス

、
.
マ
；ィ
デ
ス
.何
點
と
判
定
し
た
一
の
で
あ
る
。

.

刺
定
基
準
は
+4
か
；
ち
^4
に
.至

る
.ま
で
！|
<々
：
：
別

，表

の

如

<
:
振

當

て

た

が

.

.

:

s

極
的

」
「

推

極
^

^

夫

み

巧

“

又

は

^

、

~3

、
.を

充

て

た©'
'は

.

.

.

.

,
各
項
目
の
關
係̂
か
ら
最
も
妥
當
と
考
え
た
か
ら
^
あ
る
.'
0
.紐

ち

數

値
.'
.
- 

•

は
態
.度
類
：型.を
承
し
、
：こ
：

の
：，

尺
度
に
ょ
っ
て
判
定
し
灰
わ
け
で
あ
る

。

. 

.

(

尾

高

邦

雄

編

「

勞
働
社
#
學」

.

.11

八
.
f

lニ
八
.
.五
夏
參
S

O

V

•
' 

最
後
に
.勞
働
運
動0
認
識
の
程
度
に
つ
い.て
.み

る

譯

で

：
あ

る

が

、

こ

こ

.

で
示
さ
れ
る
態
度
は
矶
^
の
現
職
に
對
す
る
積
極
性
の
態
度
と
共
に
.經

營

■.
 

協
同
關
係
に
お
げ
る
協
カ
意
志
の
表
明
と
七
て
理
解
せ
ら
れ
る
。
，卽

ち

勞

：
. 

働
運
動
に
對
す
る
認
識
の
度
合
に
よ
つ

.て
、
'豸

意
志

の

程
度
と
安
定
性
■

に
し
た
.態
度
で
あ
っ
た
0
,卽

ち
.モ
ー
ア
ハ
^

.
闶
；
容
0
0
3
:
}
--
:
-が
、”
ハ
I 

.

バ
I
ド
.ダ
，：ル
I
プ
に
對
し
て
批
判
し
た
よ$

に

、
：
：
經

營

に

お

.け
る
人
間
_

.

係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
：は
、
少
く
と
も
產
業
紙
織
、

:.
.勞
働
關
係
、
：'及 

.

び
罾
_

#
匕

そ
'0
環

境

に
0
い
て
、
從
っ
て
吧_
社
會
の
_
胄

^
、
社

貪
 

.

‘
的
背
景
に
.つ
い
て
充
分
檢
討
せ̂

ば
な
あ
な
い
如
げ
で
あ
る。
.
：

” 

 ̂

.

.

以

占

ー1P-
の
態
度
を
協
力
意
志
に
關
聯
し
て
み
る

AJ

次
の
如
く
い
う
さ 

と
が
で
き
ょ
う
。

 

.■■
; 

•
、：
.
へ
，
'
.
'
: 

'
我

々

が

調

查

し

竺

ー

5

場
の
.從
_
貝

'0
態
度
は
概
じ
て0
過

ま

：に

お

い

：

:

て
は
自
逢
性
に
缺
け
て
い
た
が
、

.

台
現
職
に
對
上
て
は
や
や
、
，
積
極
性
を 

,

:
:

#

ち
、
鲜
進
步
的
贫
は
な
い
と
。

：

か
か
る
態
度
は
我
み
が
屢
ミ
ふ
れ
た
と
っ 

、

：
こ
ろ
の
半
農
型
勞
_
の
特
徵
々
示
す
も
の.で
.ぁ
る
.。

：
' 

.
, 

.

ク

.ち
か
が
る
態
度
か
ら
考
え
ら
れ
る
勞
働
意
悠
は
V 

:
.
槪

し

て

低

調

で

：
あ

. 

.
り

、
.
.
與
^
!
ら

れ

た

暴

能

に

對

ん

て

は

消

極

的

為

適

應

を

示

す

も

の

で

あ 

.

る
ゾ
こ
：の
こ
と
ば
次
項
の
作
業
意
虑
と
作
業
條
件
の
關
係
に
お

V

て
：み
ら 

へ
: 

'
'
:

れ
る
通
り
で
お
る
が
、
:.
:
'
;こ
如
を
少
:'
1
.く
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. 第十一表、消極的態度を汞す救の性格

\ ■ ■ .. •'. 

平 均 年 齡
本 : ，禹 入 ' 間 ‘關 — 係

\ 勤 輯 年 數 對 : 友 人 對 上 長

琴!!:場C14幻 2‘ 8歲 2.7年 : & 人 2人

T 工 場 C68人 ) 26.0 4.8 40 14

K ^ C 1 6 X ) 31.6
. . . . . .■ ■

13.4
. . . . -

13 8
計 C98人 ) ■ .ノ ー • 一 61 24

比 . 率 . . .. ：■ — 、■丄 62.2^ 24.5^

，第十表積極的態度を示 
す者の良い狀態 
の人間關係

\ 對 友 人 對 上 長

ン/;人 人
Sd：場 . ： v-9 6

T 工 場 9 ノノ 6

K 工 場 36 28

計 54 88

比 率 _ 83.1% 60.7爽

\ -
樹 極 的 態 度 消 極 的 憩 度

\ 平 均 年 齡
平 , 均  

勤 續 年 數
平 均 年 齡

平 均  

勤 績 年 數

■S工 場
C15)

■ 歲
9:0年 ：1 CS5) 

26,3 歲 6.3年

■Txm cm
32,1歲 . . a4年

CB5) 
30.6 歲 6.3年

K工 場
C40) 

4,0,6歲 15.7 年 C185) 
34.4 歳 15.1年

計 .

C65D C205)

狀 態 を 系 す※ 人 間 関 係 は
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